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(1)研究テーマ

語り継がれる民族舞踊の研究

～地域との交流、指導力向上のために～

(2)研究経過及び具体的な取組

８月２１日 保育所での民舞指導

・場 所：芦屋市立緑保育所

・内 容：保育所へ行き、子ども達と職員への南中ソーランの指導。

８月３１日 ステージ発表

・場 所：芦屋市立精道小学校

・内 容：精道小学校体育館にて芦屋市立潮見小学校の児童（４年１５名・５

年２名・６年９名）と共に花笠音頭、南中ソーランをステージで発

表。

１１月１０日 ステージ発表

・場 所：川西市桜ケ丘小学校

・内 容：桜ケ丘小学校体育館にて、島唄・南中ソーラン・花笠音頭のステー

ジ発表。

【成 果】

グループの課題でもあり目的でもある『子ども達に踊りの楽しさを知ってもらう。』という点

については達成する事ができた。また他市へ行き、多くの方の前でステージ発表ができた事で

研究グループが行ってきた活動について広く理解をしていただくことができた。これからもこ

ういった活動を通して市内だけではなく他市の方とも交流を持ちながら、幅広いステージで活

動していきたい。また、運動会では、市内の多くの学校でエイサーやソーランなどのこれまで

民舞グループで活動してきた踊りを子ども達に教え、披露できた。今後も活動を続け、日本に

昔から伝わる伝統舞踊の楽しさや素晴らしさ、友だちと共に踊る喜び、達成感等を伝えていき

たい。

【課 題】

本グループが結成されて１０年になる。今後踊りのバリエーションを増やすことが必要であ

る。そして多くの子どもたちと一緒にステージに立つことが目標である。

【今後の予定】

・ 地域の祭りへの参加

・ 今年度の運動会への取り組みの実践と指導法の交流

・ 新しい踊りの取り組み


